
 

 

 

平成20年6月23日 

各  位 

 

                                会 社 名      株式会社ミレアホールディングス 

                                代表者名 取締役社長 隅 修三 

                                （コード番号  ８７６６ 東証第一部、大証第一部） 

                                問合せ先 経営企画部広報ＩＲグループマネージャー 

                    （東京海上日動火災保険株式会社広報部常駐） 

                          浅野 收二(TEL. 03-5223-3212) 

                     経理部主計グループリーダー 

                          田下 則明(TEL. 03-6212-3344) 

                        

                                                 

（訂正）「平成20年３月期 中間決算短信」の一部訂正について 

 

  平成19年11月20日に公表いたしました「平成20年３月期 中間決算短信」の一部に誤りが

ありましたので、下記のとおり訂正いたします。なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

 

訂正箇所 

 

○１ページ 

  １．19年９月中間期の連結業績（平成19年４月１日～平成19年９月30日） 

  (3)連結キャッシュ・フローの状況 

  （訂正前） 

 

 

営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高

 

19年9月中間期 

18年9月中間期 

百万円 

    477,345 

    806,429 

百万円

   △405,691 

   △475,115

百万円 

     131,500 

    △101,586 

百万円

   1,867,805 

   1,564,720 

19年3月期    1,367,717     △967,637     △51,018    1,670,006 

 

  （訂正後） 

 

 

営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高

 

19年9月中間期 

18年9月中間期 

百万円 

    477,345 

    806,429 

百万円

   △417,896 

   △474,759

百万円 

     131,500 

    △101,586 

百万円

   1,867,805 

   1,564,720 

19年3月期    1,367,717     △986,389     △51,018    1,670,006 
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○４ページ 

  経営成績 ２．財政状態 

  （訂正前） 

当中間連結会計期間末の連結総資産は、生命保険連結子会社の資産の増加などにより、

前連結会計年度末より1兆1,213億円増加し、18兆3,482億円となりました。 

また、当中間連結会計期間のキャッシュ・フローの概況は以下のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、生命保険料の減少などにより、前中間連結会計

期間に比べて3,290億円減少し、4,773億円の収入となりました。投資活動によるキャッシ

ュ・フローは、主に債券貸借取引受入担保金の増加により、前中間連結会計期間に比べて

694億円増加し4,056億円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローは、主にコマーシャ

ルペーパーの発行の増加により、前中間連結会計期間に比べて2,330億円増加し1,315億円

の収入となりました。 

 （後略） 

 

  （訂正後） 

当中間連結会計期間末の連結総資産は、生命保険連結子会社の資産の増加などにより、

前連結会計年度末より1兆1,213億円増加し、18兆3,482億円となりました。 

また、当中間連結会計期間のキャッシュ・フローの概況は以下のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、生命保険料の減少などにより、前中間連結会計

期間に比べて3,290億円減少し、4,773億円の収入となりました。投資活動によるキャッシ

ュ・フローは、主に債券貸借取引受入担保金の増加により、前中間連結会計期間に比べて

568億円増加し4,178億円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローは、主にコマーシャ

ルペーパーの発行の増加により、前中間連結会計期間に比べて2,330億円増加し1,315億円

の収入となりました。 

 （後略） 

 

○19ページ 

 中間連結財務諸表 中間連結キャッシュ・フロー計算書 

  （訂正前） 

                                              （単位：百万円） 

              連結会計期間別

 

科    目 

前中間連結会計期間

自 平成18年４月１日

至 平成18年９月30日

当中間連結会計期間 

自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日 

前連結会計年度 

自 平成18年４月１日

至 平成19年３月31日

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー 

 

 

      ＜中 

 

  略＞ 

 

 

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー 

   預 貯 金 の 純 増 加 額 

 

      Ⅱ① 小     計 

      （ Ⅰ ＋ Ⅱ① ） 

 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 

 

     △ 29,115 

      ＜中 

     △ 473,052 

        (333,376)

      ＜中 

        △ 475,115

 

               267 

  略＞ 

        △ 411,296 

          (66,049) 

  略＞ 

        △ 405,691

 

         △ 30,580 

 

        △ 959,459 

          (408,258)

 

        △ 967,637

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー 

 

 

      ＜中 

 

  略＞ 

 

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額             △ 392           △ 8,050          △ 14,440

Ⅴ．現金及び現金同等物の増加額            229,335            195,103            334,621 

Ⅵ．現金及び現金同等物期首残高          1,277,127          1,670,006          1,277,127 

Ⅶ．新規連結に伴う現金及び現金同等物増加額             58,257              2,696             58,257 

Ⅷ．現金及び現金同等物中間期末（期末）残高          1,564,720          1,867,805          1,670,006 
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  （訂正後） 

                                              （単位：百万円） 

              連結会計期間別

 

科    目 

前中間連結会計期間

自 平成18年４月１日

至 平成18年９月30日

当中間連結会計期間 

自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日 

前連結会計年度 

自 平成18年４月１日

至 平成19年３月31日

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー 

 

 

      ＜中 

 

  略＞ 

 

 

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー 

   預 貯 金 の 純 増 加 額 

 

      Ⅱ① 小     計 

      （ Ⅰ ＋ Ⅱ① ） 

 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 

 

     △ 28,759 

      ＜中 

     △ 472,696 

        (333,732)

      ＜中 

        △ 474,759

 

          △11,937 

  略＞ 

        △ 423,501 

          (53,844) 

  略＞ 

        △ 417,896

 

         △ 49,332 

 

        △ 978,210 

          (389,506)

 

        △ 986,389

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー 

 

 

      ＜中 

 

  略＞ 

 

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額             △ 747              4,154              4,311

Ⅴ．現金及び現金同等物の増加額            229,335            195,103            334,621 

Ⅵ．現金及び現金同等物期首残高          1,277,127          1,670,006          1,277,127 

Ⅶ．新規連結に伴う現金及び現金同等物増加額             58,257              2,696             58,257 

Ⅷ．現金及び現金同等物中間期末（期末）残高          1,564,720          1,867,805          1,670,006 

 

 

                                     以 上 
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